
　４
月
21
日
、
穂
北
づ
く
り
協
議
会
（
会
長 

黒
木
利
美
）

が
総
会
を
開
催
し
、
臨
席
の
代
議
員
51
名
の
承
認
の
も

と
、
令
和
7
年
度
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

 

　会
の
冒
頭
、「
活
動
16
年
目
に
突
入
す
る
が
、
部
会
員

の
新
規
加
入
も
な
く
、
執
行
が
困
難
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
る
状
態
。
今
後
の
活
動
方
針
を
見
直
す
時
期
に
き

て
い
る
と
活
動
存
続
に
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
。」
と
会

長
よ
り
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　来
賓
代
表
の
市
長
か
ら
は
、「
日
頃
か
ら
地
域
ぐ
る
み

で
の
活
動
に
感
謝
。
さ
ら
な
る
活
動
の
展
開
に
も
期
待

し
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　当
日
あ
げ
ら
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
、
い
ず
れ

も
異
議
無
く
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、議
事
の
終
了
後
、

今
年
度
は
「
解
散
」
を
視
野
に
活
動
し
、
今
年
度
末
ま

で
に
は
臨
時
会
を
開
催
し
た
い
と
黒
木
会
長
よ
り
提
案

も
あ
り
ま
し
た
。

第
1
号
議
案

 令
和
６
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

第
2
号
議
案

 令
和
６
年
度
収
支
決
算
及
び

 
　
　
　
　
　
　監
査
報
告
に
つ
い
て

第
3
号
議
案

 令
和
７
年
度
活
動
計
画
に
つ
い
て

第
4
号
議
案

 令
和
７
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

第
5
号
議
案

 令
和
７
年
度
役
員
の
承
認
に
つ
い
て

　本
協
議
会
が
作
成
、
配
布
し
ま
し

た
令
和
７
年
度
ゴ
ミ
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
に
お
き
ま
し
て
、
誤
っ
た
表
記

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

災害に
  備えましょう

水害時は一覧表の避難所が同時期に開設するわけではありません。市の情報（防災無線・
西都市防災メール・市公式LINE・市ホームページ等）を確認し早めの避難をお願いします。

※令和６年度の開設状況（いずれも台風 10号）
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● 一ッ瀬川の水位が上昇したため、学習等供用施設囲館及び串木館を開設
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穂北づくり協議会役員 令
和
7
年
度 

総
会
を
開
催
し
ま
し
た

７
月
21
日
は
ご
注
意
を

総会の様子

・7/15は祝祭日ではなく平日。
・7/21は平日ではなく祝祭日（海の日）のため、
　　　　　　　　　　ゴミの収集はおこないません。
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恩
師
を
訪
ね
て

４
月
11
日
、
市
内
小
学
校
の
入

学
式
が
行
わ
れ
、穂
北
小（
15
名
）、

茶
臼
原
小（
７
名
）合
わ
せ
て
22
名
が
学

校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　こ
の
う
ち
穂
北
小
学
校（
校
長

　押
川
由

美
恵 

1
2
3
名
）入
学
式
で
は
、押
川
校
長
の

お
祝
い
の
こ
と
ば
の
あ
と
、６
年
生
が
寸
劇
を

交
え
な
が
ら
新
１
年
生
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

　ま
た
、同
月
９
日
に
は
、生
徒
数
の
減
少
に

伴
う
統
廃
合
に
よ
り
来
春
で
閉
校
と
な
る
穂

北
中
で「
最
後
」の
入
学
式
が
行
わ
れ
、22
名

の
新
入
生
徒
を
迎
え
入
れ
ま
し
た
。全
校
生

徒
78
名
で
79
年
目
の
歴
史
を
刻
ん
で
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ほきた
トピックス

　４
月
19
日
、
穂
北
中
学
校
の
昭

和
58
年
度
卒
業
生
12
名
が
、
当
時

の
恩
師
で
あ
る
平
田
文
雄
・
由
美

子
（
旧
姓
：
有
馬
）
夫
妻
（
高
鍋

町
在
住
）
を
訪
ね
て
、
お
二
人
を

囲
む
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　新
た
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

続
け
て
い
る
お
二
人
を
拝
見
し
、

卒
業
生
も
と
て
も
元
気
を
も
ら
っ

た
様
子
で
し
た
。
参
加
で
き
な
か
っ

た
卒
業
生
の
活
躍
ぶ
り
や
思
い
出

話
に
花
が
咲
き
、
賑
や
か
な
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

2
連
覇
達
成
し
ま
し
た

　６
月
８
日
、西
都
市
民
体
育
館
で

開
催
さ
れ
た
第
９
回
西
都
市
民
カ

ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
に
お
い
て
、穂
北

地
区
か
ら
参
戦
の「
竹
尾
A
」チ
ー
ム

が
総
合
優
勝
に
輝
き
、昨
年
に
続
い

て
２
連
覇
を
達
成
。

　副
賞
の
西
都
牛
は
そ
の
日
の
う

ち
に
ペ
ロ
リ
。地
域
の
絆
を
さ
ら
に

深
め
ま
し
た
。

下
水
流
臼
太
鼓
踊
保
存
会
よ
り

　国
選
択
、
県
指
定
の
無
形
民
俗

文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る「
下

水
流
臼
太
鼓
踊
」。
現
在
、
同
踊
保

存
会
で
は
、
下
水
流
地
区
に
限
ら

ず
穂
北
地
区
に
所
縁
の
あ
る
方
を

対
象
に
活
動
の
仲
間
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
自
薦
他
薦
を
問
い
ま
せ

ん
。
左
記
の
連
絡
先
ま
で
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
：

　0
9
0

‒

9
5
6
9

‒

2
1
8
0

　（橋
口
久
徳

　10
時
〜
15
時
）

8
月
9
日
開
催
決
定
！

　穂
北
地
区
区
長
会
を
は
じ
め
、

地
元
寄
付
や
協
賛
に
よ
る
穂
北
の

夏
の
風
物
詩
「
穂
北
ま
つ
り
」
が

19
回
目
の
夏
を
迎
え
ま
す
。

　こ
の
ほ
ど
、
実
行
委
員
会
（
委

員
長 

阿
万
清
貴
さ
ん
）
が
開
催
さ

れ
、
８
月
９
日
㈯
に
開
催
す
る
こ

と
が
決
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
当

日
が
荒
天
に
よ
り
開
催
で
き
な
い

場
合
は
、
翌
日
の
８
月
10
日
㈰
に

順
延
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
に
露
店
に
花

火
。
穂
北
が
ひ
と
つ
に
な
る
８
月

９
日
に
乞
う
ご
期
待
。

輝
く
未
来
へ
の
第
一
歩

　５
月
25
日
、
穂
北
中
学
校（
校
長 

竹
下

英
貴 

78
名
）
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
穂
北
中
と

し
て
は「
最
後
」
と
な
る
体
育
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。「
79
年
の
歴
史
の
１
ペ
ー

ジ
と
な
る
特
別
な
大
会
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

と
お
り
発
揮
し
て
ほ
し
い
。」
と
校
長
が

あ
い
さ
つ
。

　続
い
て
来
賓
代
表
の
長
谷
川
康
裕
氏

は「
本
体
育
大
会
は
ま
さ
に
穂
北
地
区
の

大
行
事
で
あ
り
、
露
店
も
賑
や
か
に
並
ん

で
い
た
。」
と
当
時
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
思
い

を
は
せ
な
が
ら
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
5
月
開
催
と
は
思
え

な
い
完
成
度
で
、
実
行
委
員（
委
員
長 

福

永
愛
斗 

３
年
）
を
中
心
に
創
り
上
げ
た

素
晴
ら
し
い
大
会
で
し
た
。
中
盤
の
親
子

競
技「
３
年
生
親
子
綱
引
き
」
で
は
、
２

回
戦
と
も
保
護
者
の
圧
勝
。
こ
れ
か
ら
穂

北
の
地
を
羽
ば
た
く
生
徒
た
ち
に
、
更
な

る
飛
躍
の
期
待
を
込
め
た
エ
ー
ル
を
送
っ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　最
後
に
、
竹
下
校
長
か
ら
は「
今
後
の

行
事
は
全
て
穂
北
中
最
後
の
１
ペ
ー
ジ

と
な
る
。
本
日
の
体
育
大
会
の
成
果
を

見
る
と
今
後
の
行
事
も
安
心
し
て
任
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
講
評
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

〜
７９
さ
な
い
！
ま
だ
ま
だ
続
く
穂
北
魂
！
〜

『鍛
』

第
79
回
穂
北
中
学
校
体
育
大
会

広
報
ほ
き
た
❷

広
報
ほ
き
た
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裕
氏

は「
本
体
育
大
会
は
ま
さ
に
穂
北
地
区
の

大
行
事
で
あ
り
、
露
店
も
賑
や
か
に
並
ん

で
い
た
。」
と
当
時
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
思
い

を
は
せ
な
が
ら
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
5
月
開
催
と
は
思
え

な
い
完
成
度
で
、
実
行
委
員（
委
員
長 

福

永
愛
斗 

３
年
）
を
中
心
に
創
り
上
げ
た

素
晴
ら
し
い
大
会
で
し
た
。
中
盤
の
親
子

競
技「
３
年
生
親
子
綱
引
き
」
で
は
、
２

回
戦
と
も
保
護
者
の
圧
勝
。
こ
れ
か
ら
穂

北
の
地
を
羽
ば
た
く
生
徒
た
ち
に
、
更
な

る
飛
躍
の
期
待
を
込
め
た
エ
ー
ル
を
送
っ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　最
後
に
、
竹
下
校
長
か
ら
は「
今
後
の

行
事
は
全
て
穂
北
中
最
後
の
１
ペ
ー
ジ

と
な
る
。
本
日
の
体
育
大
会
の
成
果
を

見
る
と
今
後
の
行
事
も
安
心
し
て
任
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
講
評
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

〜
７９
さ
な
い
！
ま
だ
ま
だ
続
く
穂
北
魂
！
〜

『鍛
』

第
79
回
穂
北
中
学
校
体
育
大
会

広
報
ほ
き
た
❷

広
報
ほ
き
た
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　４
月
21
日
、
穂
北
づ
く
り
協
議
会
（
会
長 

黒
木
利
美
）

が
総
会
を
開
催
し
、
臨
席
の
代
議
員
51
名
の
承
認
の
も

と
、
令
和
7
年
度
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

 

　会
の
冒
頭
、「
活
動
16
年
目
に
突
入
す
る
が
、
部
会
員

の
新
規
加
入
も
な
く
、
執
行
が
困
難
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
る
状
態
。
今
後
の
活
動
方
針
を
見
直
す
時
期
に
き

て
い
る
と
活
動
存
続
に
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
。」
と
会

長
よ
り
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　来
賓
代
表
の
市
長
か
ら
は
、「
日
頃
か
ら
地
域
ぐ
る
み

で
の
活
動
に
感
謝
。
さ
ら
な
る
活
動
の
展
開
に
も
期
待

し
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　当
日
あ
げ
ら
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
、
い
ず
れ

も
異
議
無
く
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、議
事
の
終
了
後
、

今
年
度
は
「
解
散
」
を
視
野
に
活
動
し
、
今
年
度
末
ま

で
に
は
臨
時
会
を
開
催
し
た
い
と
黒
木
会
長
よ
り
提
案

も
あ
り
ま
し
た
。

第
1
号
議
案

 令
和
６
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

第
2
号
議
案

 令
和
６
年
度
収
支
決
算
及
び

 
　
　
　
　
　
　監
査
報
告
に
つ
い
て

第
3
号
議
案

 令
和
７
年
度
活
動
計
画
に
つ
い
て

第
4
号
議
案

 令
和
７
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

第
5
号
議
案

 令
和
７
年
度
役
員
の
承
認
に
つ
い
て

　本
協
議
会
が
作
成
、
配
布
し
ま
し

た
令
和
７
年
度
ゴ
ミ
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
に
お
き
ま
し
て
、
誤
っ
た
表
記

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

災害に
  備えましょう

水害時は一覧表の避難所が同時期に開設するわけではありません。市の情報（防災無線・
西都市防災メール・市公式LINE・市ホームページ等）を確認し早めの避難をお願いします。

※令和６年度の開設状況（いずれも台風 10号）

●  台風の接近により高齢者等避難・避難指示が発令された際、茶臼原小学校を開設
● 一ッ瀬川の水位が上昇したため、学習等供用施設囲館及び串木館を開設
　　（この台風では竜巻とみられる突風が発生し、住宅や南方神社などに被害が発生しました）

避難の際には、飲食料、毛布(クッション)、その他身の回り品を
準備のうえ避難ください。
避難所においては、マスクの着用、消毒の徹底にもご協力ください。

※ 避難所欄の「○」は避難所と緊急避難場所を兼ねる場所、「緊」は緊急避難場所を示す。
※ 災害種別ごと適否の凡例　「○」は適、「×」は不適を示す。

穂北地区の西都市指定避難所と緊急避難場所

緊急避難場所・避難所 所 在 地 海 抜
（約ｍ） 避難所

災害種別ごと適否
地 震 洪 水 土砂災害

穂北中学校

穂北小学校

穂北地区館

学習等共用施設 囲館

学習等共用施設 串木館

中茶自治公民館

茶臼原地区体育館

茶臼原小学校

穂北中学校グラウンド

穂北小学校グラウンド

茶臼原小学校グラウンド

杉安川仲島公園

南方 2276

南方 2291

南方 2579-1

穂北 4495

穂北 827-1

茶臼原 736-1

茶臼原 706

穂北 5253-4

南方 2276

南方 2291

穂北 5253-4

穂北5648-1 外
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会

長

〃

総
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広
報
部
会
長

子
ど
も
未
来
部
会
長

い
き
い
き
健
康
部
会
長

ふ
れ
あ
い
交
流
部
会
長

事

務
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長

監

　

事

〃

黒
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美

鹿

嶋
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一
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長
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黒

木

　治

定
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内

　勝

彦

黒

木

　孝

次

穂北づくり協議会役員 令
和
7
年
度 

総
会
を
開
催
し
ま
し
た

７
月
21
日
は
ご
注
意
を

総会の様子

・7/15は祝祭日ではなく平日。
・7/21は平日ではなく祝祭日（海の日）のため、
　　　　　　　　　　ゴミの収集はおこないません。

誤 正

ご注意
広
報
ほ
き
た
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